
スクールソーシャルワークの理論①専門性とはなにか

6/18
(土)

9:30～
16:30

<オリエンテーション〉
1-2.SSW基本：定義、価値、技術、他職種等
都内・全国のSSWr配置状況、教育行政等

3.教育現場における実践例：多問題家族等

4.クライエントの心理的側面：
「子どもを元気にするエンパワメントの条件」

米川和雄氏（帝京平成大学 准教授・
東京精神保健福祉士協会・日本福祉心理学会）

ファシリテーター

湊岳美氏（前神奈川県相模原市SSWr）
稲田文恵氏（都内市SSWr・東京精神保健福

祉士協会）

スクールソーシャルワークの理論②児童・家庭福祉

6/19
(日)

9:30～
16:30

1.児童・家庭福祉①児童や家庭に対する支援の実際
※SSWrとしてのコミュニティソーシャルワーク

2.児童・家庭福祉②SSWrの理解が大切な児童相談所
の役割と実際

3.ストレングスとエンパワメント：ケース会議運用
の基本、担当者へのエンパワメント

4.事例検討（ケース会議）の基本
不登校の支援のあり方「手紙の工夫」
不登校の見立て

入海英理子氏（自由学園SSWr／
スクールソーシャルワーク協会会長）他

米川和雄氏

増田奈苗氏（都内区児相主任／
元横浜市トレーナーSSWr）

田中嘉之氏（東京都八王子市SSWr

教育と学校

8/27
(土)

9:30～
16:30

1.教育①：チーム学校

2.教育②学校を起点とした機関連携

3.特別支援教育と発達障害概要
※包括的特別支援教育・合理的配慮等

4.（教育）相談技能：受容・共感・自己一致

宮古紀宏氏（国立教育政策研究所
生徒指導・進路指導研究センター）

宮生和郎氏（横浜市教育委員会 課長）

米川和雄氏

ファシリテーター

自由学園教諭(管理職)

スクールソーシャルワーカー短期養成講座スクールソーシャルワーカー短期養成講座
令和4年度

福祉心理学的アプローチ①心理社会的アセスメント★

11/13
（日）
9:30～

16:30

１．WIISC-Ⅴの特徴と結果の解釈

２．学級経営におけるＱＵと構成的エンカウン
ターグループの基礎（仮題）

３．各種簡易的心理検査
ソーシャルサポート等（中高生）
情動知能ＥＱ（成人）

大六一志氏（元筑波大学人間系障害

科学領域／日本臨床発達心理士会茨城支部長）

本田 真氏（東海学院大学講師）

米川和雄氏

※講師の実務状況により講師または内容が変更になる場合がございます。
※修了証獲得のためには、*科目以外は毎回1～4本のレポート提出が必要です。
※単発参加も一部を除きできます。

裏面に続く

2008年度から開講されてきたスクールソーシャルワーカー（以下、SSWr）養成講座
がコロナにより中断となっていましたが２年ぶりに開講されます。コロナ禍に考慮しほ
ぼ全面的にオンラインでの実施となります。10年間以上かけて編成された講座には当初
から関わってきた講師陣の他、多くの修了生が受講生をバックアップします。

主催 NPO法人エンパワメント 共催 YMCA健康福祉専門学校 後援公益社団法人東京社会福祉士会
一部共催 （申請中）

東京精神保健福祉士協会こども家庭学校包括支援委員会 日本福祉心理学会学会大会研修会企画委員会★



実技訓練・試験*

3/5
（日）
9:30～

16:30

ファシリテーター（予定）

原口一美氏（群馬県安中市SSWr） 高倉野花氏（救護施設相談部主任）
坂本裕子氏（県指導主事） 山縣 基氏・山本太郎氏（自由学園男子部副部長）
田中嘉之氏（東京都八王子市SSWr)

※技能レベルにより半日参加となることがあります
※実技試験は対面を検討しています。 ※本研修は単発参加はできません

精神保健の課題と支援・傾聴技能★

２/12
(日)

9:30～
16:30

１．診断分類の動向
２．児童生徒を支援する委員会・協議会
３．困難事例の視座（BPSアプローチ）
４．実技訓練：援助職の態度の比較と統合
５．実技訓練：展開過程毎の受容・能動的アプローチ

稲田 健氏（北里大学医学部 教授）

岩金俊充氏（島根県SSWrスーパーバイザー）
米川和雄氏

福祉心理学的アプローチ②行動的支援★

2023年

1/28
（土）
9:30～

16:30

１．応用行動分析：学校コンサルテーション

２．強度行動障害支援の基本技能と地域支援
※特別支援学校における福祉サービスとの連携

３．（認知）行動療法の活用：
対象と技法論理療法／問題解決志向アプローチ

大石幸二氏（立教大学 教授／副総長）

倉光晃子氏（西南学院大学准教授）

米川和雄氏

貧困に対する支援・発達に関わる支援★

12/3
(土)
9:30～

16:30

1.貧困に対する法制度
自立の概念、福祉事務所の役割、貧困に関わる法制度

2.貧困に対する支援の実際
自立支援（生活保護からの脱却）：高校進学支援の意義、
生保以外の支援、PTAと困窮の関連

３．発達心理：発達における諸課題・問題の概要

４．虐待をする保護者の見立て

北見万幸氏

（前横須賀市福祉事務所課長）

米川和雄氏

中村聡太郎氏（前福生市SSWr等）

対象 福祉・心理・教育の国家資格を所持しているか、これらに関わる仕事に従事している方 10名程度

申込 ①全講座受講：下記URLより必要事項を入力し申し込みください。このとき、所属先名称の他、

「これまでの自分自身の仕事、職場での対人関係、および受講の理由」を記載ください（文字数規
定なし）。受講人数と選考を踏まえ申し込みの受付をしていきます。１か月前まで受け付けます。

②2日間までの単発受講：下記URLより参加希望の日程、所属先名称と必要事項を記載し連絡くだ
さい。２週間前まで受け付けます。

③説明会：下記URL よりお申し込みください。

問合 お問い合わせ：昼間担当者不在のことがありますので、下記よりお問い合わせください。

URL http://empowerment.or.jp/contact/

費用 短期講座 59,000円 ※現役SSWr又は、社会福祉士会や精神保健福祉士協会所属の場合54,000円

一日参加：7,500円（6/18のみ 6,000円）、福祉心理学的アプローチ 各8,500円
※現役SSWr又は、社会福祉士会や精神保健福祉士協会所属の場合 各1,000円引

特定非営利活動法人エンパワメント
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3‐21 ちよだプラットフォームスクウェア1217

TEL 03-6740-7377 E-Mail：qyjdj517@yahoo.co.jp   ※qはQの小文字


